
～受賞直後の効果～

・受賞を記念して「福
釜音頭」歌と踊りを作
成、現在も地区の盆
踊りで親しまれてい
る。

・受賞により地域を愛
する機運が盛り上が
り、現在も活動継続
の力となっている。

農林水産祭むらづくり部門 三賞受賞地区のフォローアップ

受賞者： 福釜町内会 （愛知県安城市福釜町）

○他産業へ就業により、兼業化・離農が進み、非農家の増加により集落機能が低下。
○集落活動の再編強化のため、福釜町農民会館を設置し、農家・非農家の交流、若者・高齢者一体となった活動を実施。
○離農、高齢化が進む中、農地の所有と利用の分離、団地化を目的に「福釜町農用地利用改善組合」を設立し地域農業の振興を図る。

むらづくりの経緯

生産活動の特色

地域づくりの特色

○農用地利用増進事業等により、地区内の２営農組合「研青
会」、「福釜第２営農組合」に農地を集約、生産性の向上と担い
手を育成。
○農用地利用改善組合を中心に農地の利用集積、花き・施設
きゅうり等の集約型農業、いちじく・梨等の果樹栽培の振興で、
土地・労働力等の最適利用を図る効率的な生産システムを構築。
○2度の圃場整備で50a区画の圃場とし機械の大型化に対応。
水田農業の機械化と効率化を図る。ブロックローテーションや灌
水直播、ヘリコプターによる直播など、新たな土地利用型農業を
実践。
○花きの温室団地やきゅうりの施設を整備するとともに、いちじ
く栽培では低木で作業が容易な仕立て方を工夫し、非農家の婦
人や高齢者を調整出荷作業に活用。

○福釜農民会館を拠点として、集落を上げて文化・スポーツ活
動を実施（盆踊り大会、文化祭、体育祭、ソフトボール大会）。
○地域広報活動で「福釜だより」を年２回発行。
○神楽保存後援会により神楽を復活して小中学生に指導し伝
統文化を継承。
○地区住民の長年の懸案であった神明神社の拝殿を再建。
○桜並木や子供会の花壇を整備、年２～３回の集落排水路の
清掃、桜並木の管理を集落全体で実施し、農村環境の保全に
取り組む。

受賞当時 現 在（令和４年）

評価ポイントの取組状況

○「研青会」、「耕福営農組合（福釜第２営農組合が名称変更）」ともに２代目世
代に経営を移行し、地区の農地を集積するとともに、市で実施しているブロック
ローテーションにも参加している。
○イチジク農家の大半がブロッコリーやキャベツ栽培に転換し、作業のしやす
さから女性の作業者が増加している。また10年前にオープンしたJAファーマー

ズマーケットでは多数の町民が参加しており、市外、県外の住民との交流の場
となっている。
○定年退職者を対象にJA営農塾を開催し、農作物の栽培技術を指導しており、
ファーマーズマーケット出荷者の３割がJA営農塾の卒業生となっている。

○福釜町農民会館は地区の活動拠点として活用されており、各種活動を継続
し、地区住民及び世代間交流の場を広げている。

○映画の影響で、地区の中学生が神楽保存後援会参加のPRを行い、参加希
望者が大幅に増加し、伝統文化が継承されている。
○神明神社500年祭にあたる平成28年に、神社内に社務所と文化会館を建設、
文化会館は地区の趣味の会などに活用されている。

○福釜町環境保全会として毎年３回の清掃作業を農家・非農家の別なく実施。
桜並木、花壇の管理も行われており、毎年花見が行われ、地区住民の交流の
場となっている。
○女性委員会が、安全と福祉に関する活動、敬老会での安否確認を兼ねた戸
別訪問等に取り組んでいる。

今後の展開

受賞年
平成３年

○2023年の大河ドラマが徳川家康の生涯を描くとのことで、ゆかりのある当地

方にも撮影や観光の特需が見込まれるところであり、これを機に新しい住民や
子供たち、観光客等を相手に町内の史跡紹介などPR活動を行っていきたい。


